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はじめに 

このユーザーズガイドは Express 5800 / LB シリーズの分散ノード側の設定方法を記述します。 
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本文中の記号について 

本書では巻頭で示した安全にか力、わるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。 
これらの記号と意味をご理解になり、装置を正しくお取り扱い〈ださい。 


p-O 

装置の取り扱いや、ソフトウエアの操作で守らなければならなし竭巧や特にを意をすべき点を示します。 


装置やソフトウエアを操作する上で確！忍をしておく必要力％る点を示します。 

■L 

1じ卜1 

知っておくと糊こ立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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1 概要 

「分散ノード側の環境構築」について記載しています。記載している手順に従い正し〈設定を巧つ 
て〈ださし、。 

1.1 分散ノー ド'側の環境構築 

掲載している方法を適用すべき環境は下記となります。 


項番 

LoadBalancer サボー ト 機能 

Loopback または 

1 ptab les(i pchai ns ) 
の Adapter 設定有無 

モン ュ ール 
インストール 

備考 

1 

L 7 負荷分散 

化 

✓1、、 

化 

✓1、、 


2 

L 4 負荷分散 

有 

— 


3 

1 CPU 使用率に基づ〈負荷分散 

— 

有 


4 

分散 グルー プ への 自動登録 

化 

/|%\ 

有 


5 

コンテンツデリバリ 

化 

/|%\ 

有 



次ぺージレ： I 降に記載している手順で環境構築を巧ってください。 

1.2 分昔たノードモジュールが対応している 0 S 

分昔タノードモジュールが対応している 0 S は、の TF のとおりです。 
- Linux(TurboLinux - RedHat など） 

- Windows 2000 Server 、 Windows Server 2003 
- Solaris 8 (SPA 
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2 負荷分散環境 


2.1 Windows 用 

2.1.1 Windows 2000 Server の場合 

分昔タノー ドモジュールをインストールする場合とインストールしない場合の設定方まについ 
て記述します。 

2.1.1.1 共通の設定 

下記の手順に従って Microsoft Loopback Adapter の設定を行って〈ださい。 


(1) HW(Microsoft Loopback Adapter ) のインストール 
a . [コントロールパネル]を才ープン します。 



ID 卜□ールパネル吃) 


訪走域 


〇〇〇內 WMOPCIM 
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b . [ハードウエアの追加と削晩をダブルクリックします。 



C. 画面が表示されたら[次へ]をクリックします。 
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d . [デバイスの追加/トラブルシューティング]を選択し[次へ]をクリックします。 



e . [新しいデバイスの追力日]を選択し[次へ]をクリックします C 


A - ドウ I アの追加と肖 I ]蹄ウィザ-ド 


A -ドウがデバイスの这お 

どのハードウ I アデ J 川スのトラプルシューテイ: V ヴを巧いますかつ 



:*の A - ドウ:[アはこの工/ピュー对こ巧にイ：/ストールされています。乃、イスに巧題げある巧含は、 
亡のデバイスを遇おしてからじお AJ をウリッウしてください。 

追加しようとしているデバイスげ一臣に表示されむい場合は、肋しいデバイスの追加]を還巧して 
からじお AJ をウリッウしてください。 


デパイス 


串斤しいデバイスの追加 


が Intel(R) PRO/1000 MT Dual Port Network Connection 监 
国 AC 門 Fixed Feature ボタ ： y 
国 Intel(r) 82002 Firmware Hub Device 
留プ □ウ I ラム巧お割り泣み]： > 卜□-ラ 
g システムタイマ 


d 


<戻る(昼） 


:■ か \(N) > 


辛 vyt ル 
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■ f . [いいえ、一覧からハードウエアを選択します]を選択し[次へ]をクリックします0 


レ、-ドウ I アの追加と肖1聯ウィザ-ド 

[ 

巧し川、 ー ドウ： E アのなを 

ブラヴア;>ドプレイに巧][芯していないハード〇1アをお化します。 

國 



黯要-ド。~れ祖デバ備綱鮮植腸ら正刪 


串斤し川、ードウ I アを検束しますか？ 

广はい、巧し川、ードウ I アを検束します m 
f 拉。徽揽扮5お胡！思漂聪す昭 Ji 


<戻る®)」 .か、、が》-> I 辛*: yt ル」 


g . [ネットワークアダプタ]を選択し[次へ]をクリックします。 
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h . 製造元に [ Microsoft ] 、ネットワークアダプタに [Microsoft Loopback Adapter ] を 
選択し[次へ]をクリックします。 



i . [ハードウエアのインストールの開樹画面が表示されますので[次へ]をクリックし 
ます。 


J 、 -阳1アの追加と肖 I ]蹄ウィザ-ド 


A — ドウ： C アのイシストールの巧担 

串斤し川、ードウ I アのドライバをイン:^トールする準棉げ堅いました。 



里割 


Microsoft Loopback Adapter 


の ® しりインストールします。 新し 川卜阳 巧 


< mm ) li ………… i 辛ル」 
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j . [完了]をクリックします。 



分散ノード上で口ーカルフアイアウォールソフトなどのフィルタリングソフト 
力《動作している場合 、 Microsoft Loopback Adapter のフィルタリングが適切に 
設定できずに、負荷分散力あえない可能性力《ございます。その場合、分散ノー 
ドについては経路上のフイルタリングにてセキュリテイを確保する等の代替手 
段もご検討〈ださい。 
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(2) Microsoft Loopback Adapter の設定手順 

a . [デスクトップ]上の[マイネツトワーク]を右クリックし[プロパティ]を選択しま 


す。 






巧"の 

1ウスプ□ーラな日 
立ピュ-加 D 検索吃) 


ネットワーウドライプの害リロ当て地)... 
ネットワ-ウドライプの切が の... 


ショ-は!ットの巧成® 
をおの変更(凹） 


ブ□バティ啞 


b . [Microsoft Loopback Adapter ] のアイコンを右クリックして[プロパティ]を選択し 
ます。 
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c. [インターネットプロトコル (TCP/IP)] を選択し、[プロパティ]をクリックします。 



^ 下記項目のチェックマークカ 《 オンになっている場合(デフオルト設定)、レスポンス性 

^ 能が劣化する場合があります。 

チェックマークを必ずはずして〈ださい。 

- Microsoft ネットワーク用クライアント 
- Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有 
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d . [ IP アドレス]に仮想 IP アドレスを入力します。[サブネットマスク]はネットワーク 


に合わせて設定すます。 



IP アドレスとサブネットマスクのみ設定し、デフオルトゲートウェイは設定しない 
胃^ でくださし、。 

デフオルトゲートウェイを設定した場合、下記の現象が発生する可能性があります。 

-レスポンス t 生能の劣化。 

-デフオルトゲートウェイを経由するような通信力《失敗。 

ネットワークの状態によって LoopbackAdapter のデフオルトゲートウェイカ《優先さ 
れてしまうため。 

■参考資料 

デフオルトゲートウェイの複数使用による接続上の問題 

http : // support , microsoft . com / default . aspx ? scid = kb : ja ： 159168 
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e. [詳細設定]ボタンをクリックして画面が表示されたら[インタ フエースメ トリック]の値を9999 


に変更します。 



■L 仮想 IP アドレスを複数登録する場合は IP アドレスの[追加]ボタンで登録してく 

[ MJ ださい。 
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[ WINS ] タブをクリックして画面が表示されたら [NetBIOS over TCP / IP を無効にする] 

を選択し、 [0 K ] をクリックします。 






「NetBIOS over TCP / IP を無効にする」を選択して〈ださい。 

「NetBIOS over TCP / IP を無効にする」を選択しなかった場合は、下記の現象が発 
生する可能性があります。 

- 「 Windows ネットワーク（名前解決)で利用されてしまう」ことによるレスポンス 
性能の劣化。 
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g 「ネットワークとダイアルアップ接続」画面の「詳細設定」を選択し、さらにプルダウ 
ンメニューの「詳細設定」を選択します。 



「詳細設定」画面が表示されたら「アダプタとバインド」タブに表示されている「接 
続」項目に表示されている Loopback Adapter の 優先順位を変更します(下げます)。 
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2.1.1.2 分音タノードモジュールをインストールする場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD - ROM 内の分散ノードモジュールを下記の手順に従つ 
てインストールして〈ださい。 

a . LB 本体に添付されているバックアップ CD - ROM を分散ノード装置の CD - ROM ドライブにセッ 
卜する。 

b . ( CD-ROM のドライブ文字）: ¥ nec ¥ Linux ¥99 ipIb ¥ LBH _ Windows ¥ Ibhost 4. exe を実行する。 



c . 画面に従ってインストールを実施して〈ださい。 

インストール中に LoadBal ancer で使用する IP アドレス [LBhost サーバ用 IP アドレ 
た^ ス]が表示されます。デフオルトで表示された IP アドレス m 外の IP アドレスを使用 

する場合は惨照]ボタンを押下して IP アドレス選択画面を表示して〈ださい。 
LoadBal ancer で使用する IP アドレスを選択してくださし、。[参照]ボタンを押下して 
も IP アドレス選択画面力 《 表示されなし、場合は他の画面の裏に隠れている場合があり 
ます。 

[LBhost サーバ用 IP アドレス]は分散ノードの実 IP アドレスになります。 
[Coordinator との通信ポート]は特に変更する必要はありません。変更が必要な場合 
は Management Console の [LB 基本設定画面]より LoadBal ancer の通信ポートを変更 
している場合となります。 
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d . インストールの最後に 「 IPLB 4 サービスを起動しますか？」と表示されます。直ぐにサー 
ビスを起動したい場合は「はい」を選択して〈ださい。直ぐに起動しなくても良い場合は 
「いいえ」を選択して〈ださい。 IPLB 4 サービスは後から起動することもできます。 

の^上で分昔タノードモジュールのインストールは完了しました。 

分昔タノ ードモジュールが使用する IP アドレスを変更する場合は、分昔タノ ードモジュ 
胃^ -ルの再インストールが必要となります。 

2.1.1. 3分昔タノードモジュールをインストールしなし、場合 

「2. 1 . 1.1 共通の設定」に記述されている設定のみで完了です。 
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2.1.2 Windows Server 2003の場合 

負荷分散サービス宛て(仮想 IP アドレス)のリクエストを W i ndows Server 2003で矩理す 

るために 、 「Microsoft Loopback Adapter 」 のインストールカ《必要となります。なお 、 Web 
サーバ固定化のグループのみに属する分散ノードは 「Microsoft Loopback Adapterj のイ 
ンストールは必要ありません。 

2.1.2.1 共通の設定 

以下の方まで 「Microsoft Loopback Adapterj をインス!ルします。 


リ） HW(Microsoft Loopback Adapter ) インストール 
a . 「ハードウエアの追加ウイザード」を才ープンします。 



Administrator 

S 、、 タサー"一の巧 ima 

V み! マイコンピュータ 

- Y エウスブ □ーラ 

铜 昔巧ツール ► 

も 会 ブリンをと FAX 

で/ドブ□パト 

1 ゴモ帳 

AJ レプとサポート出） 

^ 検東域 

〇:? ァイルをお旨ミして実巧(が… 

すパ;てのプ□クラム(巳） ► 


@[]ヴ わお 回' 川ット巧化■山） 



I ホスタート J . 沒圓 J J サーバーの役 害り昔巧_む マイ ドキュゴ 


7ォル巧 オプシ心 
7 オシ ト 

プリシクと FAX 
ブ□クラムの お 加と 肖 IJ 瞄 
マ〇ス 

ユーザー獅の寸プ沾 
ユーザーをわよ U パス 9 ー ドの f 呆巧 
ライた:/ス 
音声記就 
画面 

昔巧ツール 

地域と言語のオブシ3：/ 

を源寸プシヨ:/ 

電話とモデムのがシヨ:^ 

日巧と時别 


卜 


が A 販货刮冉 .1 

1 


轉 み15:55 
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b . 「ハードウエアの追加ウイザード」力《起動したら、[次へ]をクリックします。 



C . 「はい、ハードウエアはすでに接続してあります」を選択し、「次へ」をクリックします。 


A —ドウ1アの遇 ( n ウィサード 


A —ドウ: C アは巧ちされていますか？ 



閒:ここの/、-ドウがを]:/ピュ-礼:掉結していますか? 
( T 巧 . t V 7、. 二.ドり. i ? ■を接梯 I 7 C 。 ます . Wi 

广 いいえードウがをお情していま廿ん(が 


<戻るし B ) 」 、か m > I _辛柏ホル」 
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d . 「新しいデバイスの追加」を選択し、「次へ」をクリックします。 



e . 「一覧から選択したハードウエアをインストールする」を選択し、「次へ」をクリックします。 


A —ドウ1アの遇 ( n ウィサード 


ウイサードで、ほかの/、ー ドウ： C アをイシストールできます n 



ールす和、ードウがのモデルがわかっている場合は、一臣から遇巧することらできます■/ 


イシストールでまを遇んでください。 

广 ハ-ドウ I アを検索して自旣帥こイ:^スト-ルする（推装)© 
口 pig がら进択じた'/户ド巧7削つ: XF 气1；する'罚關 


<戻るし B ) 」 、か m > I _辛がル」 
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「ネットワークアダプタ」を選択し、「次へ」をクリックします。 



g . 製造元に 「 Microsoft 」、 ネットワークアダプタに 「Microsoft Loopback Adapter 」 を選択し、[次へ]をク 
リックします。 


A —ドウ1アの遇 ( n ウィサード 


ネゥトワーウアタブタの这折 

ネットつーウアタブうを遇巧します 





:■のコシ ポー 本: V 卜のイ 


殺适元 

1 ネットワ - クアグプタ： II 

Microsoft 

Realtek 

其 

Microsoft Tun Miniport Adapt 

1 

が 


部 このドライパはデジかし基をされています。 ディスウ®邸吐... 

ドうイバの是おがを里む巧由 


< 戻るし B) 」 、か m> I _ 辛がル」 
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h . 「ハードウエアをインストールする準備ができました。」画面が表示されますので「次へ」をクリック 
します。 
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i . 「完了」をクリックします。 



分散ノード上で口ーカルファイアウオールソフトなどのフィルタリングソフトが'動 
作している場合 、 Microsoft Loopback Adapter のフィルタリングが適切に設定でき 
ずに、負荷分散力あえなし、可能性力《ござし、ます。 0 S 標準の Windows ファイアウオー 
ルについても、 Microsoft Loopback Adapter のフィルタリングが適切に設定できな 
いため、例外設定を行った場合でも負荷分散が巧えない現象が報告されております。 
フィルタリングソフトの動作力 《 問題となる場合は、分散ノードについては経路上のフ 
イルタリングにてセキュリテイを確保する等の代替手段もご検討〈ださい。 
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(2) Microsoft Loopback Adapter 設定手順 

インストールした 「Microsoft Loopback Adapter j に仮想 IP アドレスの情報を登録します。 

登録の手順につきましては口. 1.1. 1共通の設定」の「(2) Microsoft Loopback Adapter の 
設定手順」と同様となります。 

「レスポンス性能劣化に対する対策など」を意するべき点もありますので設定には十分を意 
して〈ださし、。 


2.1.2. 2分昔タノ ードモジュールをインストールする場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD - ROM 内の分散ノードモジュールを「2. 1.1. 2分散 
ノードモジュールをインストールする場合」の手順に従って設定して〈ださい。 

分昔タノードモジュールのインストールに関しましては Windows OS の違いは有りません。 


2.1.2. 3分昔 タノー ド モジ ュ ールをインストールしなし、 場合 

「2. 1 . 2 . 1共通の設定」に記述されている設定のみで完了です。 
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2.2 Linux 用 

Express 5800 /I が erSec (アプライアンス含む)シリーズとアプライアンスシリーズ政外の Unux 環境を 
分散ノードとして利用するための環境構築方法を記載します。 

2.2.1 Express 5800 /InterSec (アプライアンス含む)シリー ズ 

( 1 ) 分散ノードモジュールをインストールする場合 

LB 本休に添付されているバックアップ CD-ROM 内に格納されているモジュールをインストールしま 
す。インストールは分散ノードモジュールをインストールする装置の Management Console よリ巧いま 
す。 

手順については下記に示します。 

a. バックアップ CD-ROM を装置の CD(DVD)-R0M ドライブへセットします。 

b. インストールする装置の Management Console に接続します。 

C. [パッケージ]アイコンをクリックします。 

d. [手動インストール]を選択します。 

e. [ 口ーカルディレクトリ指定]で r/mnt/cdrom/nec/Linux/99ipIb/LBH_Linuxj を入力し[参照] 
をクリックします。 

f. インストールするパッケージの左にある[追加]をクリックします。 

gl ibc2. 2 系のパッケージと gl ibc2. 3 をのパッケージカ 《 表示されますので、装置の 
環境に合わせて適切なパッケージをインストールして〈ださし、。 
gl ibc2. 2 系： I bhost4_gc2. 2-*. i386. rpm 
gl ibc2.3 系： I bhost4_gc2. 3-*. i 386. rpm 

g. インストーノ嘘認が表示されたら [OK] をクリックします。 

h. インストール終了後、バックアップ CD-ROM を取り出します。 

i. telnet/ssh/ コンソールの何れかでログインします。実際の作業は、 root 権限を持つユーザー 
へ移行して実施します。 
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分昔タノー ドモジユールの設定ファイルン etc / ha 4. d /1 bhost 4. conf ) をお客様環境に合わせて糸扁 
集します。 

(編集項目） 

■ 分昔たノ ードモジユールが使用するインタフエース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

^この部分を変更 


X NIC の二重化を行っている場合はインタフエース名力 《 変更されていますので rifconfigj 
コマンドを実行し、インタフエース名の確認、を行ってください。 

wO LB 本体側で分散ノードモジュールとの通信に使用するポート番号を変更された場 
™ 合は設定ファイルの 「 udppo け50002」を適切なポート番号に変更して〈ださい。 

変更されなし、場合は分散ノー ドダウンと誤認識する場合があります。 

システ厶を再起動します。 
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(2) 分昔 タノー ドモジュ ー ルを インストー ルしない場合 
必ず下記の手順に従って設定を行う必要があります。 

a . コンソールから分昔タノードとして運用する装置に 「 root 権限を持つューザ'— ( root ) j でログイ 
ンします。 

b . iptables コマンドを用いてルールを定義します。 

(書ぶ 

iptables -t nat -I PREROUTING -p [protocol]-d [仮想岡一 dports [port] -j REDIRECT — to-ports [port] 

[port]= ポート番号、[ 板想町二倾想 IP アドレス、 [protocol] =プロトコルタイプ (tcp または udp) 

(例）板® IP アドレス：192. 168.0.254 、 http (ポート: 80) の場合 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168 .0.254 —dports 80 -j REDIRECT -to-ports 80 


✓ グループの設定においてマルチポートの指定を行った場合はそのポート分の設定 
^ を行います。 


(例） f 反想 IP アドレス：192. 168.0.254 、 http と https (ポート:80、 443) の場合 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168 .0.254 —dports 80 -j REDIRECT -to-ports 80 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168 .0.254 —dports 443 -j REDIRECT -to-ports 443 


C. 設定した情報有効にするための設定を行います。 

冉 echo 1户 / proc/sys/ net/ipv4 / ipjorward 
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✓ システ厶を再起動した場合は、再度同様の設定を行う必要があります。 

システ厶を再起動したときに同様の設定を手動で行いたくない場合は、ユーザー (SE、 
営業)責任において下記設定の動作確認を巧った上で適用をお願いします。 

【設定内容を記録】 

• i pcha i ns コマンドを使用する場合 

保存したいルールを設定後、下記のコマンドでルールをファイルへ格納して、次回 
の再起動に備えること力 《 可能です。 

# /sbin/ipchams-save > /etc/sysconrig/ipchains 

.iptables コマンドを使用する場合 

保存したいルールを設定後、下記のコマンドでルールをファイルへ格納して、次回 
の再起動に備えること力 《 可能です。 

# /sbin/service iptabies save 

-起動時に自動で設定を有効にする場合 

「/proc/sys/net/ipv4/ip_fon/vard」 の設定は 「/etc/sysctl. conf 」ファイルの 
net. ipv4. ip_fon/vard の記述に依存します。 

この値が0の場合、1に変更をお願いします。 

丹し ontrols IP packet forwarding 
net.ipv4. ip_torward = 0 
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2.2.2 Express 5800 /InterSec (アプライアンス含む)シリーズ切外 


(1) 分昔タノードモジュールをインストールする場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD - ROM 内に格納されているモジュールをインストールしま 
す。インストールにより、モジュールカ 《 自動でポート番号によるリダイレクト設定を行うようになり 
ます。インストールはコマンドラインから行います。 

手順については下記に示します。 

a . バックアップ CD - ROM を装置の CD ( DVD )- ROM ドライブへセットします。 

b . インストールする装置に telnet / ssh / コンソールの何れかでログインします。実際の作業は、 
root 権限を持つューザーへ移巧して実施します。 

C. バックアップ CD - ROM をマウントします。 

d カレントディレクトリを r / mnt / cdrom / nec / Linux /99 ipIb / LBH _ Linuxj へ変更します。 
e . 分散ノードモジュールをインストールします。 

✓ gl ibcZ 2系のパッケージと gl ibcZ 3系のパッケージカ 《 表示されますので、装置の 
^ 環境に合わせて適切なパッケージをインストールして〈ださし、。 
gl ibc 2. 2系 ：I bhost 4_ gc 2. 2-*. i 386. rpm 
gl ibc 2.3 系 ： I bhost 4_ gc 2. 3-*. i 386. rpm 

t インストール終了後、カレントディレクトリを変更します。 

g . バックアップ CD - ROM をアンマウントし取り出します。 

h . 分散ノー ドモジュールの設定ファイルン etc / ha 4. d /1 bhost 4. conf ) をお客様環境に合わせて編 
集します。 

(編集項目） 

■ 分昔たノ ードモジュールが使用するインタフエース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

^この部分を変更 


•XNIC の二重化を行っている場合はインタ フエー ス名が変更されていますので 「 ifconfig 」 コ 
マンドを実行し、インタ フエー ス名の確認を行って〈ださい。 

"-0 LB 本体側で分散ノードモジュールとの通信に使用するポート番号を変更された場 
信事苗 合は設定ファイルの 「udpport 50002」を適切なポート番号に変更して〈ださい。 
変更されない場合は分散ノードダウンと誤認識する場合があります。 

i . システ厶を再起動します。 
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(2) 分昔タノードモジュールをインストールしない場合 

ipchains コマンド或いは iptables コマンドがインストールされている必要があります。手順につ 
し、ては下記に示します。 

a . コンソールから分昔タノードとして運用する装置に 「 root 権限を持つューザ'一 ( root ) j でログイ 
ンします。 

b . ipchains コマンドを用いてルールを定義する場合 

(書动 

ipchains -I input -j REDIRECT [port] _d [fS® IP] [port] -p [protoco 。 

[port]= ポート番号、 [ 板想町 = 板想 IP アドレス、 [protocol] = プロトコルタイプ (tcp または udp) 

( 例）板 ® IP アドレス： 192. 168.0.254 、 http ( ポート : 80 ) の場合 
ipchains _1 input -j REDIRECT 80 _d 192.168 .0.254 80 -p tcp 


✓ グループの設定においてマルチポートの指定を行った場合はそのポート分の設定 
を行います。 


( 例）假ホ息 IP アドレス： 192. 168.0.254 、 http と https ( ポート :80 、 443 ) の場合 
ipchains -I input -j REDIRECT 80 —d 192.168 .0.254 80 -p tcp 
ipchains -I input -j REDIRECT 443 -d 192.168 .0.254 443-p tcp 
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c . iptables コマンドを用いてルールを定義する場合_ 

(書ぶ 

iptables -t nat -I PREROUTING -p [protocol]-d [仮想 IP] — dports [port] -j REDIRECT — to-ports [port] 

[port]= ポート番号、[板想 IP]= 倾想 IP アドレス、 [protocol] = プロトコルタイプ (tcp または udp) 

( 例）傾 ® IP アドレス： 192. 168.0.254 、 http ( ポート : 80 ) の場合 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168 .0.254 —dports 80 -j REDIRECT — to-ports 80 


✓ グループの設定においてマルチポートの指定を行った場合はそのポート分の設定 
^ を行います。 


( 例）假想 IP アドレス： 192. 168.0.254 、 http と https ( ポート :80 、 443 ) の場合 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168 .0.254 —dports 80 -j REDIRECT — to-ports 80 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168 .0.254 —dports 443 -j REDIRECT —to-ports 443 


d . 設定した情報を有効にするための設定を巧います。 

冉 echo 1 > / proc/sys/net/ipv4 / ipjorward 
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✓ システ厶を再起動した場合は、再度同様の設定を巧う必要があります。 

ち^ システ厶を再起動したときに同様の設定を手動で行いた〈ない場合は、ューザー 

( SE 、 営業)責任において下記設定の動作確認を行った上で適用をお願いします。 
【設定内容を記録】 

- i pcha i ns コマンドを使用する場合 

保存したいルールを設定後、下記のコマンドでルールをファイルへ格納して、 
次回の再起動に備えること力巧能です。 

# / sbin / ipchams-save > / etc / sysconrig/ipchains 

. iptables コマンドを使用する場合 

保存したいルールを設定後、下記のコマンドでルールをファイルへ格納して、 
次回の再起動に備えること力巧能です。 

# / sbin/service iptables save 

-起動時に自動で設定を有効にする場合 

l 7 proc / sys / net / ipv 4/ ip _ fon / vard 」 の設定は 「/ etc / sysctl . conf 」 ファイルの 
net . ipv 4. ip _ fon / vard の記述に依存します。 

この値が0の場合、1に変更をお願いします。 

丹し ontro 丄 S IP packet forwarding 
net. ipv4. ip_forward = 0 
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2.3 Solaris 用 


(1) 分昔タノードモジュールをインストールする場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD - ROM 内に格納されているモジュールをインストールしま 
す。インストールはコマンドラインから行います。 

手順については下記に示します。 


a . バックアップ CD - ROM を装置の CD ( DVD )- ROM ドライブへセットします。 

b . インストールする装置に telnet / ssh / コンソールの何れかでログインする。実際の作業は、 root 権 
限を持つユーザーへ移行して実施します。 

C. バックアップ CD - ROM をマウントします。（自動でマウントされてし、る場合もあります） 

# mount -F hsTs / voI / dev / dsk / cOt 1 dO/cdrom / cdrom/cdrom 

心ご使用されている装置によつてデバイス名は異なります。 


d . カレントディレクトリを r/tmpj へ変更します。 

# cd Amp 

e . 分散ノ ードモジュール (/ cdrom / cdrom / nec / Linux /99 ipIb / LBH _ Solaris / Ibhost 4-*. pkg . tar gz ) を 
コピーします。 

# cp / cdrom / cdrom / nec / Linux /99 ipIb / LBH _ Solaris / Ibhost 4-*. pkg . tar . gz /tmp 

f . バックアップ CD-ROM を取り出します。 

# eject 

g . ファイルを解法する。 

# gzip -d Ibhost 4-* pkg . tar . gz 

h . ファイルを展開する。 

# tar -xvf lbhost 4-*. pkg . tar 

i . パッケージのインストール画面が表示されたら 「 lbhost 4」 を選択してインストールする。 

# pkgadd -d . 
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j . 分昔タノードモジユールの設定ファイル (/ etc / ha 4. d /1 bhost 4. conf ) をお客様環境に合わせて糸扁集す 
る。 

(編集項目） . 

■ 分昔たノ ードモジユールが使用するインタフエース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

^この部分を変更 


インタフエース名を変更するために 「ifconf ig - a 」 コマンドを実行しインタフエース名を確認、し 
ます。 

镇痛） 

100: flags= 1000849 mtu 8232 index 1 inet 127.0 .0.1 netmaskffOOOOOO 

_hmeO: flaqs=1000843 mtu 1 500 index 2 inet 1 92.168 .0.65 netmask ffTfTfDO broadcast _ 

上記のように表示された場合は、 「 hmeO 」 力 《 インタ フエー ス名となります。 

獄定ファィルの編集結ま） 
udp hmeO 


k . 分散ノ ードモジュールを実行する。 


# / etc / init . d / lbhost 4 d start 


分散ノー ドモジュール起動時に下記のエラーが発生した場合は設定ファイルの編集を誤 
つている可能性がありますので、確認してください。 

(エラーメツセージ） 

Starting high-Availability services 

ifconfig : status : SIOCGLIFFLAGS ： elxlO ： no such interface 

Ibhost 4 d did not start [ rc 二 1] 


分散ノードモジュールカな常に起動した場合は設定ファイルの編集力なしく行えていま 
すので、次回のシステ厶起動からは手動で分散ノードモジュールの起動を実行する必要 
はありません。自動的に分昔タノー ドモジュールろ 《 起動します。 
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(2) 分昔タノードモジュールをインストールしない場合 

分昔タノードモジュールをインストールしなし、場合はループバックインタフエースの設定が必要とな 
ります。 

手順については下記に示します。 

a . ループバックインタフエースを設定する装置に telnet / ssh / コンソールの何れかでログインする 0 
実際の作業は、 root 権限を持つユーザーへ移行して実施します。 

b . ループバックインタフエースへ仮想 IP アドレスを設定します。 

唐式） _ 

ifconfig 1〇0 addrif [仮想 IP アドレス ] netmask 255. 255. 255. 255 -arp up 
織定例） 

仮想 IP アドレス： 192.168.0. 254、 ht か(ポート： 80) の場合 
ifconfig 1〇0 add if 192.168.0. 254 netmask 255. 255.255. 255 -arp up 


システ厶を再起動した場合は同様の設定を行う必要があります。 

田 。I 


C. ループバックインタフエースの設定力《正し〈行えているのかを 「 ifconfig - a 」 コマンドを実行し 
て確認してくださし、。 


# ifconfig -a 
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2.4 HP-UX 用 

HP - UX 用の分昔タノー ドモジュールは作成しておりませんので、下記の項目については対応でき 
ません。 

■ 分昔タノードの CPU 使用率に基づく負荷分昔たを巧う場合 
-多数の分散ノードを自動的に分散グループへ登録したい場合 

下記に HP - UX 装置を分散ノー ドとして使用するための設定を示します。 

(1 ) ルーフンくックインタフエースの言受定 

a. ループバックインタフエー スを設定する装置に telnet/ssh / コンソールの 何れかで ログイン する。 
実際の作業は、 root 権限を持つ ユーザーへ 移行して実施します。 

b. ルー プ バックインタフエースへ 仮想 IP アドレスを 設定します。 

唐式） 

ifconfig Io0：n [仮想 IP アドレス ] netmask 255. 255. 255. 0 -arp up 
親定例） 

仮想 I P アドレス： 1 92. 1 68. 0. 254 、 http ( ポート： 80 ) 且つルーフンくックインタフエースが 
1 〇 0 ： 0 だけの場合 

ifconfig 100:1 92.168.0. 254 netmask 255. 255. 255. 0 -arp up 


システ厶を再起動した場合は同様の設定を行う必要があります。 


C. ループバックインタフエースの設定力 《 正しく行えているのかを 「 ifconfig-a 」 コマンドを実行し 
て確認してくださし、。 


# ifconfig -a 
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3 コンテンツ SS 信環境 

3.1 Windows 用 

3.1.1 Windows 2000 Server の場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD-ROM 内のコンテンツデリバリ用モジュールを下記の 
手順に従ってインストールしてください。 

a . LB 本体に添付されているバックアップ CD-ROM を分散ノード装置の CD-ROM ドライブにセッ 
卜する。 

b . ( CD-ROM のドライブ义字）： ¥ nec ¥ Linux ¥99 ipIb ¥ LBH _ Windows ¥ iplb 4_ contents . exe を実行す 
る。 



c . 画面に従ってインストールを実施してください。 

インストール中に LoadBa lancer で使用する IP アドレス [ LBhost サーバ用 IP アド 
レス]力 《 表示されます。デフオルトで表示された IP アドレス m 外の IP アドレスを 
使用する場合は[参照]ボタンを押下して IP アドレス選択画面を表示して〈ださ 
し、。 LoadBalanc がで使用する IP アドレスを選択して〈ださし、。[参照]ボタンを押 
下しても IP アドレス選択画面力 《 表示されなし、場合は他の画面の裏に隠れている場 
合があります。 

[ LBhost サーバ用 IP アドレス]は分散ノードの実 IP アドレスになります。 
[ Coordinator との通信ポート]は特に変更する必要はありません。変更が必要な場 
合は Management ConsoIe の [ LB 基本設定画面]より LoadBa I ancer の通信ポートを 
変更している場合となります。 
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d . インストールの最後に 「 IPLB 4 サービスを起動しますか？」と表示されます。直ぐにサー 
ビスを起動したい場合は「はい」を選択して〈ださい。直ぐに起動しなくても良い場合は 
「いいえ」を選択して〈ださい。 IPLB 4 サービスは後から起動することもできます。 


じ I 上でコンテンツデリバリ用モジュールのインストールは完了しました。 

コンテンツデリバリ用モジュールが使用する IP アドレスを変更する場合は、コン 
序 テンツデリバリ用モジュールの再インストールが必要となります。 

P -0 インストールに失敗した場合、既に同ーバージョンのモジュールが存在するか「コ 

ントロールパネル」の「アプリケーンョンの追加と削除」で確認して〈ださい。存 
在する場合はレ:>1下の手順でアンインストール実行後、再度インストールを実行して 
ください。 

1. スタートアップメニューから「プログラ厶」一 「か化 4_ —contents 」 

「 Uninstall 」 を選択し、アンインストーラーを起動します。 

2. アンインストールタイプを選択し、「次へ」ボタンをクリックするとアンイン 
ストールが開始され正常に終了した場合、完了画面が表示されます。「完了」 
ボタンをクリックすると、アンインストールは終了です。 

アンインストール中に エラーカ 《 発生した場合は、イベント ビューアで イベントログ 
を参照してください。 

3.1.2 Windows Server 2003 の場合 

「Windows 2000 Server 」 と同じ設定となります。 
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3.2 Linux 用 


3.2.1 Express 58 00 /InterSec (アプライアンス含む)シリー ズ 

LB 本体に添付されているバックアップ CD-ROM 内に格納されているモジュールをインストールします。 
インストールはコンテンツデリバリ用モジュールをインストールする装置の Management Console より行 
います。 

手順については下記に示します。 

a. バックアップ CD-ROM を分散ノード装置の CD (DVD)-ROM ドライブにセットします。 

b. インストールする装置の Management Console に接続します。 

C. [パッケージ]アイコンをクリックします 0 

d. [手動インストール]を選択します。 

e. [口ーカルディレクトリ指定]で 「/mnt/Gdrom/nec/Linux/99iplb/LBH_Linux」 を入力し[参照]を 
クリックします。 

✓ gl ibcZ 2系のパッケージと gl ibcZ 3系のパッケージカ 《 表示されますので、装置の 
^ 環境に合わせて適切なパッケージをインストールして〈ださし、。 

gl ibc 2. 2系 ：I bhost4c_gc2. 2-*. i386. rpm 
gl ibc 2.3 系 ： I bhost4c_gc2. 3-*. i 386. rpm 

t インストールするパッケージの左にある[追加]をクリックします0 

g. インスト ーv/W 隹認が表示されたら [OK] をクリックします。 

h. インストール終了後、バックアップ CD-ROM を取り出します。 

i. tel net/ssh/ コンソールの何れかでログインします。実際の作業は、 root 権限を持つユーザーへ移 
行して実施します。 
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丄コンテンツデリバリ用モジユールの設定ファイル (/etc/iplb_contents/contentslbhost conf) を 
お客様環境に合わせて編集します。 

(編集項目） 

■コンテンツデリバリ用モジユールが使用するインタフエース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

^この部分を変更 


-XNIC の二重化を行っている場合はインタフエース名力《変更されていますので 「ifconfig」 コマンド 
を実行し、インタフエース名の確認を行って〈ださし、。 

wO LB 本体側でコンテンツデリバリ用モジュールとの通信に使用するポート番号を変 
^ 要された場合は設定ファイルの 「udppo け50004」を適切なポート番号に変更して 

〈ださい。変更されない場合は分散ノードダウンと誤認識する場合があります。 

じI上でコンテンツデリバリ用モジュールのインストールは完了しました。 
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3.2.2 Express 5800 /InterSec (アプライアンス含む)シリーズ切外 


LB 本体に添付されている/ くックアップ CChROM 内のコンテンツデリバリ用モジュールを組み込みます。 

じ I 下に手順を説明します。 

a. バックアップ CChROM を分散ノード装置の CD-ROM ドライブにセットします。 

b. インストールする装置に telnet/ssh/ コンソールの何れかでログインする。実際の作業は、 root 
権限を持つユーザーへ移行して実施します。 

C. バックアップ CD-ROM をマウントします。 

d. カレントディレクトリを r/mnt/cdrom/nec/Linux/99ipIb/LBH_Linuxj へ変更します。 

e. コンテンツデリバリ用モジュールをインストールします。 

✓ gl ibcZ 2系のパッケージと gl ibcZ 3系のパッケージカ 《 表示されますので、装置の 
^ 環境に合わせて適切なパッケージをインストールして〈ださし、。 

gl ibc 2. 2系 ：I bhost4c_gc2. 2-*. i386. rpm 
gl ibc 2.3 系 ： I bhost4c_gc2. 3-*. i 386. rpm 

f. インストール終了後、カレントディレクトリを変更します。 

g. バックアップ CD-ROM をアンマウントし取り出します。 

h. コンテンツデリバリ用モジユールの設定フアイル (/etc/iplb_contents/contentslbhost. conf) 
をお客様環境に合わせて編集します 

(編集項目） - 

-コンテンツデリバリ用モジュールが使用するインタフエース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

し^この部分を変更 


•XNIC の二重化を行っている場合はインタ フエー ス名が変更されていますので 「 ifconfig 」 コ 
マンドを実行し、インタ フエー ス名の確認を行って〈ださい。 

W-0 LB 本体側でコンテンツデリバリ用モジュールとの通信に使用するポート番号を変 
更された場合は設定ファイルの 「udppo け50004」を適切なポート番号に変更して 
〈ださい。変更されない場合は分散ノードダウンと誤認識する場合があります。 

i. システ厶を再起動します。 
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3.3 Solaris 用 


LB 本休に添付されているバックアップ CD-ROM 内に格納されているモジュールをインストールしま 
す。インストールはコマンドラインから行います。 

手順については下記に示します。 


a. バックアップ CD-ROM を装置の CD (DVD)-ROM ドライブへセットします。 

b. インストールする装置に telnet/ssh/ コンソールの何れかでログインする。実際の作業は、 root 権 
限を持つューザーへ移行して実施します。 

C. バックアップ CD-ROM をマウントします。（自動でマウントされてし、る場合もあります） 

# mount -F hsTs /voI/dev/dsk/cOtldO/cdrom /cdrom/cdrom 

心ご使用されている装置によってデバイス名は異なります。 


d. カレントディレクトリを r/tmpj へ変更します。 

# cd Amp 

e. 分散ノ ードモジュール (/cdrom/cdrom/nec/Linux/99ipIb/LBH_Solar is/cnts-lbh4-*. pkg. tar. gz) 
をコピーします。 

# cp /cdrom/cdrom/nec/Linux/99ipIb/LBH_SoIar is/cnts-lbh4-*. pkg. tar. gz /tmp 
バックアップ CD-ROM を取り出します。 

# eject 

g. ファイルを解法する。 

# gzip -d cnts-lbh4-* pkg. tar. gz 

h. ファイルを展開する。 

# tar -xvf cnts-lbh4-* pkg. tar 

i. パッケージのインストール画面が表示されたら 「cnts-lbh4」 を選択してインストールする。 

# pkgadd -d . 


41 










j. コンテンツデリバリ用モジユールの設定ファイルン etc/iplb_contents/contentslbhost. conf) を 
お客様環境に合わせて編集する。 

(編集項目） . 

-コンテンツデリバリ用モジユールが使用するインタフエース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

^この部分を変更 


インタフエース名を変更するために 「ifconf ig-a」 コマンドを実行しインタフエース名を確認、し 
ます。 

镇痛） 

100: flags= 1000849 mtu 8232 index 1 inet 127.0 .0.1 netmaskffOOOOOO 

_hmeO: flaqs=1000843 mtu 1 500 index 2 inet 1 92.168 .0.65 netmask ffTfTfDO broadcast _ 

上記のように表示された場合は、 「 hmeO 」 力 《 インタ フエー ス名となります。 

獄定ファィルの編集結ま） 
udp hmeO 

k. コンテンツデリバリ用モジュールを実行する。 


# /etc/ 1 n 1 1. d/cntsIbhostd start 


コンテンツデリバリ用モジュールカな常に起動した場合は設定ファイルの編集力なしく 
行えていますので、次回のシステ厶起動からは手動でコンテンツデリバリ用モジュール 
の起動を実行する必要はありません。自動的にコンテンツデリバリ用モジュールが起動 
します。 


3.4 HP-UX 用 

HP-UX 用のコンテンツデリバリ用モジュールを提供しておりませんので動作しません。 
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